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発熱などの症状や相談先に迷う場合
発熱等受診・相談センター(加東健康福祉事務所)
☎0795ｰ42ｰ9436

受付時間：午前9時～午後5時30分（平日のみ）

24時間対応の県相談窓口
兵庫県新型コロナ健康相談コールセンター

☎078ｰ362ｰ9980
FAX：078ｰ362ｰ9874
受付時間：24時間（土日祝含む）

感染症予防や健康についての相談
(市)健康増進課
☎86ｰ0900

受付時間：午前8時30分～午後5時（平日のみ）

新型コロナウイルス感染症の相談窓口

▲  各相談窓口のほか、最新情報は
　市ホームページをご覧ください。

楽しいものを皆さんと作っていきたい ――――

　三木と有馬温泉を結び、戦国時代の三木合戦で羽柴秀吉勢
の作戦行動に使われたとされ、江戸時代にも西国からの湯治
客が往来したと伝わる「湯の山街道」。現代でも伝統的な建築
様式を有する特徴的な景観が残っており、3月17日には黒田
清右衛門商店などの伝統的な町家が並ぶ区域が「景観形成重
点区域」に指定されるなど、さらに注目を集めています。

　湯の山街道には多くの人が関わった歴史があ
り、情緒あふれる古いまちなみが観光客を引き
寄せています。点在する古民家には漆喰壁、板
張り、格子戸、うだつ、虫籠窓などの意匠が残っ
ており、街道を歩きながら伝統様式を楽しむこ
とができます。
　数ある景観の中でも私がおすすめしたいのは
「大塚薬師堂（大塚1丁目）前から眺める芝町・平
山地区のまちなみ」です。そこに立つと、歴史
とともに子ども時代に見た情景を思い出し、こ
の風景を次世代に残したいという思いが強くな
ります。

ひ ょ う ご の 景 観
ビューポイント150選
にも選ばれてます！

　三木城下町まちづくり協議会では、この景観
を残すための提案を各所にしつつ、湯の山街道
の魅力を知ってもらうためのイベントも展開し
ています。昨年は地域住民や
学生、市と協力して手作り灯
籠の明かりで幻想的な街道を
演出する「湯の山街道ライト
アップ」を開催しました。
　今後も多世代の観光客がこ
の地に訪れてくれるよう、皆
さんと一緒に楽しめるものを
作っていきたいです。

問 (市)都市政策課
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県内初！景観形成重点区域に指定

湯の山街道

芝町公民館付近 旧湯の山街道の大塚薬師堂前 湯の山街道ライトアップ
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